
■ Point

■母系
 *チックニステル Chic Nistel（16 Van Nistelrooy）亜国産，亜８勝，ラウ

ル アリステギ賞-G2（Ｄ1500ｍ），ミゲル ルイス モラレス賞-G2（Ｄ1600ｍ），
デルリＡ.ゴメス賞-G3（Ｄ1200ｍ），フォルトゥナート ダミアニ賞-G3（Ｄ
1300ｍ），Premio Amilcar A. Mercader-L（Ｄ 1000ｍ），Premio Asociacion 
Cooperativa de Caballos de Carrera-L２着，アルトゥーロＡ.ブリュリッヒ賞
-G3３着，ラ プラタ 1000ギニー-G2４着。本馬は第２仔

ミス カペラ Miss Capela（03 Numerous）亜２勝，マヌエルＪ.ジラルデ
ス賞-G3，フランシスコＪ.ベアスレイ賞-G2４着，競走馬所有者協会賞-G3
４着。産駒
スーパー マリア スター Super Maria Star（牝 Super Saver）ペルー８勝
カペル トップ Capel Top（騸 Giant's Causeway）南アフリカ６勝

キャップ パレイド Cap Parade（97 Parade Marshal）亜７勝，マヌエル
Ｊ.ジラルデス賞-G3，Premio Juan Salvador Boucau-L，Premio Republica 
del Peru-L，マヌエルＦ.＆エミリオ ネッコ賞-G3２着，カレラ デ ラス エスト
レラ ジュヴェナイル フィリーズ -G1３着，ポトランカス大賞典-G1３着，リ
ベルタド賞-G2４着，Ｒ.＆Ｅ.フェルナンデス ゲリコ賞-G2４着。産駒
ミスター キャプテン Mr. Captain：亜３勝
カッパドキア Capadocia（86 Kasteel）亜２勝。産駒

シア パレイド Cia Parade：亜４勝，アルトゥーロＲ.ブリュリッヒ賞-G2，ラ
モン ビアウス賞-G2，フェデリコ デ アルベアール賞-G3２着。*パドック
シアトル Paddock Seattle（ラモン ビアウス賞-G2），カパンガ シアトル 
Capanga Seattle（ペドロ ゴエナガ賞-G2）の祖母

キャップ マーシャル Cap Marshal：亜２勝，ロス クリアドレス賞-G2４着。カ
ピタル ファン Capital Van（Premio Hipodromo de San Felipe-L）の母

セリ会場では全身を大きく使った歩様で、一完歩ごとに力強さと伸びを感
じさせるフットワークを見せていました。現在も成長の歩みは順調な曲線
を描いており、セール時に感じた特長をしっかりと維持することができて
います。全体の造りに無理がなく、バランスの取れた馬体は見るたびに充
実してきており、この先の伸びしろを強く感じさせます。馬体と動きの両面
から芝の中距離での適性が高いと見ており、今後さらに力をつけていけば
安定して結果を残してくれる競走馬へとなってくれるのではないかと期待
しています。将来が楽しみな１頭です。

キタサンブラックは日本産、年度代表馬（２回）、12勝、ジャパンＣ-G1、有馬記念-G1、天皇賞・秋
-G1、天皇賞・春-G1（２回）、菊花賞-G1、大阪杯-G1。主な産駒にイクイノックス（年度代表馬 ２回）、
クロワデュノール（日本ダービー-G1）、ソールオリエンス（皐月賞-G1）、ウィルソンテソーロ（ＪＢＣク
ラシック-Jpn1）、ガイアフォース（セントライト記念-G2）、ピコチャンブラック（スプリングＳ-G2）。

Halo 4S×4D, Lyphard 5S×5S, Northern Dancer 5D×5D
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関西入厩予定 総額3,300万円

父　キタサンブラック
牝　鹿毛　2024年２月29日生　谷川牧場生産

チックニステルの24

10分の１（330万円）より
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■父キタサンブラック


